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様式第 3 号（第 4 条関係） 

会      議      録 

Ⅰ 附属機関等の会議の名称 

松川町自治体経営審議会（第 5 期第 1 回／平成 27 年度第 1 回） 

Ⅱ 開催日時 

平成 27 年 7 月 28 日（火） 午後 7 時 00 分から午後 9 時 00 分まで 

Ⅲ 開催場所 

松川町役場 2 階協議会室 

Ⅳ 出席者氏名 

唐沢邦博会長  久保田志げ子会長  酒井克雄委員  古谷はるみ委員  水野淳  

委員  湯澤徳晴委員   

（欠席 ：宮下智博委員  米沢正幸委員  和地雅二委員） 

事務局：米山政則まちづくり政策課長、村沢隆行企画財政係主査 

Ⅴ 議題（公開） 

・第 2 次松川町自治体経営改革プランの概要について 

・平成 26 年度自治体経営改革プランの進捗状況について 

・今後のスケジュールについて 

・その他 

Ⅵ 非公開の理由（会議を非公開とした場合） 

－ 

Ⅶ 傍聴人の数 

0 人 

Ⅷ 会議資料の名称 

・平成 26 年度自治体経営改革プラン進捗状況 

Ⅸ 審議の概要 

1 開会 （事務局） 

2 挨拶 （深津町長） 

3 正副会長の選出 

4 議事  
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（１）第 2 次松川町自治体経営改革プランの概要について 

事務局より説明 

（2）平成 26 年度  自治体経営改革プランの進捗状況について 

（事 務 局） 実行計画について説明。 

（委   員） 松川町の人件費はどういう位置にあるか。 

（事 務 局） 類似団体で比較すると、全国 44 団体の中ではトップクラス。 

（会   長） 臨時職員について、専門性が少ないという面ではどうかと思う。 

（事 務 局） 平成 26 年度では、正規職員 105 名、臨時職員 75 名という状況。平成 27 年度は

前年度の退職者もあり、14 名の職員を採用した。高森町は臨時職員のほうが多い

状況。状況も変わってきており、目指すまちづくりを考えると難しい判断だが、定員

管理計画の見直しと併せて検討していきたい。尚、昨年度は社会人枠の採用を

初めて行った。多数の応募があり、数名の採用を行った。 

         また、国の新規採用職員研修先として 3 名を 1 週間程受け入れした。意見交換の

場では観光農業のあり方についてなど、違った視点から町をみることができ有意義

であった。 

（委   員） 下水道の未加入が 20％だが、理由は把握しているか。 

（委   員） 水道法では、3 年間のうちに加入しなければならないとされているが、罰則がない。 

こうしたことも要因かと思う。 

（事 務 局） 新井地区も未加入となっている。理由をきちんと精査しなければいけない。 

（委   員） 加入率を試算の上、加入負担金が決められていると思う。20％未加入だとすると、 

その分は収支が合わなくなる。 

（委   員） 水道料の値上げは難しい。町長の評判も落ちる。 

（事 務 局） 既に 10 数年値上げは行っていない。料金の値上げは先送りしてきている状況。一般 

会計からの繰り入れではいけない。料金体系の見直しも審議会でよく検討してもらう 

必要がある。 

（委   員） 無理に値上げをして未納が増えてはいけないので、値上げができない理由をきちんと 

分析し、審議会へ図りながら、地域の合意形成を行う必要がある。町の方針を示し、 

その中で要望事項をくみ取ることも必要だ。 

（委   員） 教員住宅はいくらか。 

（事 務 局） 金額は把握していないが、相当空いてきている。 

（委   員） 維持費もかかるので、検討が必要。 

（委   員）今の教員は教員住宅には進んで住まない人が多いと聞くが、福祉的な面から安い住

宅に住みたい人はいると思う。活用の検討が必要。 

（委   員） 人事評価、人事異動の希望はとっているか。課長、係長、主査の期間の目安はある 

か。 

（事 務 局） 適材適所というわけにはいかないが、異動希望はとっている。人事評価も難しい面が 

ある。平成 26 年度も 3 名の職員が黄信号だった。若い人をどう育てるかが課題。 

（委  員） 最近わが社でも人事評価制度を導入した。組織の中で病んでいる人もいる。この制 

度の目的は、企業がこうあってほしい人材像を育てるのが目的と思う。そうだとすれば、
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私はキャリヤアップ制度が望ましいと考える。 

（会   長） 豊丘村では納税額 4 億円と言われているが、 

（事 務 局） ふるさと納税について、当町の状況は平成 26 年度 2,000 件 1,982 万円であったが、 

ＪＡに協力をいただきながらＨ27 年度は 4 か月で 2,000 件、2,200 万円となっている。 

特産品を町内産にこだわっており、単価も安いこともあるので、金額が大きくは伸び 

ないが、実績は伸びている。 

（委   員） 寄附金の使途はどうなっている。 

（事 務 局） 基金に積んでいる。経費分は基金から取り崩している。一般財源と混ざってはいない。

使途については今後検討を行う必要がある。 

（3）今後のスケジュールについて 

 総合計画のスケジュールに合わせ、個別計画についての今後のスケジュールについて説明。 

（4）その他 

 事前にいただいている質問事項について紹介。現在担当課へ紹介しているので、次回会議開

催の通知とともに回答させていただきたい。 

（委   員） フォレストアドベンチャーの額は現在 4 コースで 3,600 円だが、2 コースで半額などの

設定はできないか。 

（事 務 局） 規定の料金となっているので、現状の運営方法以外は難しい。 

6.閉会（久保田副会長） 


